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- アンリ ･ナデル シ ンポ ジウムにつ いて-
野 津 正 徳
アンリ ･ナデル氏 (パ リ第 7大学)1)を迎え













































の特徴に注 目し,これを ｢ポス ト･フォー ド主
義｣の労働組織であると見なし,積極的に評価














性の大幅な上昇 ･コス ト低下を実現 したため,
3) 調整 (レギュラシオン)学派の理論の解説として,清
水耕一 ｢危機の経済学｣(R ･ボワイエ著,清水耕一編
訳 ｢レギュラシオン- 成長と危機の経済学- ｣ミネ
ルヴァ書房,1992年,所収)がある｡
























第二に,ルイス ･ディ マルティノ氏 (京都
大学大学院博士課程)は,日本のソフトウェア
産業の賃労働関係の特質について,自分自身の
聞き取り調査と多 くの調査報告に基づいて,シ
ステム ･エンジニアとプログラマーの分業関係,
キャリア形成と労働市場に焦点をあてた分析を
行い,企業の経営政策によってシステム･エン
ジニアとプログラマーの二極分化の傾向が生み
出されていることを明らかにし,将来の変化の
方向を検討した｡
第三に,清水耕一氏 (90年度京都大学非常勤
講師,現岡山大学助教授)は, トヨタ生産シス
テムにおける組織イノベーションを,ジャスト
インタイム生産と自働化に焦点をあてて分析し,
それが情報のシステムとしては効率のよい一種
のサイバネティクスを実現していると特徴づけ,
トヨタ生産システムがテーラー ･フォード主義
とは全く異なる新しい原理によって構成されて
いること,また,インセンテイヴと温情主義に
よる人事管理の成功によって労資協調が維持さ
れたことがこのシステムを支えていること,を
明らかにした｡
第四に,アンリ･ナデル氏は,まず,ヨー
ロッパ市場統合はこれを構成する諸国家の協調
的財政経済政策の成功を前提しているが,それ
が効果をあげるか否かはきわめて疑わしく,し
かも市場統合のもとで雇用に対して労働市場の
規制緩和が行われるとすれば,長期的な失業の
増加と社会の両極分解を防ぐことは不可能であ
ろうと,ペシミズムの観点を提起した｡次いで,
同氏は,フランス ･ヨーロッパと異なる発展軌
道をとった日本経済の動態のなかで,雇用シス
テムと労資関係を特徴づける主要な視点を,マ
クロ経済とミクロの企業モデルの両側面につい
て,紹介し,分析した｡
(その後,ナデル氏は,報告に加筆し,重点
を,フランス人からみた日本の労働組織の特質
の評価にしぼった｡この記録に収録するのは,
加筆されたものである｡)
以下に,報告された3人の論文を掲載する｡
